
は
じ
め
に

「
Ｆ
Ｄ（Faculty

D
evelopm

ent

）
」、
直
訳
す
れ
ば
、
「
教
員
団

の
能
力
開
発
」
を
意
味
す
る
概
念
が
、
我
が
国
高
等
教
育
界
に
取
り

入
れ
ら
れ
て
久
し
い
。

大
学
に
籍
を
お
く
教
職
員
の
ほ
と
ん
ど
が
、
こ
の
用
語
を
何
ら
か

の
形
で
見
聞
き
し
、
場
合
に
よ
っ
て
、
そ
の
た
め
の
行
動
を
と
る
こ

と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
「
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
」

と
述
べ
た
よ
う
に
、
多
く
の
教
員
は
、
そ
の
活
動
に
率
先
し
て
身
を

投
じ
る
と
い
う
よ
り
は
、
幾
分
の
躊
躇
を
覚
え
な
が
ら
、
し
ぶ
し
ぶ

こ
れ
に
参
加
し
て
い
る
と
い
う
の
が
実
状
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の

一
方
で
、
ほ
と
ん
ど
の
大
学
に
お
い
て
、
Ｆ
Ｄ
遂
行
の
熱
意
に
燃
え
、

そ
の
普
及
と
効
果
的
な
遂
行
を
図
る
べ
く
日
夜
努
力
を
重
ね
て
い
る

少
数
の
教
員
が
、
存
在
す
る
こ
と
も
事
実
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の

意
味
に
お
い
て
、
大
学
教
員
は
、
Ｆ
Ｄ
活
動
の
局
面
に
お
い
て
、
Ｆ

Ｄ
の
「
担
い
手
」
と
「
受
け
手
」、
さ
ら
に
は
、
Ｆ
Ｄ
「
忌
避
者
」

へ
と
類
別
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
。

と
こ
ろ
で
、
大
学
の
重
要
な
構
成
員
で
あ
る
学
生
が
、
「
Ｆ
Ｄ
」

と
い
う
用
語
を
知
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
私
の
局
限
さ
れ
た
教
育

特
集
・
Ｆ
Ｄ
活
動
・
Ｓ
Ｄ
活
動
と
教
職
員
の
力
量
形
成

Ｆ
Ｄ
活
動
の
義
務
化
と
大
学
の
教
育
機
能金

沢
大
学
教
育
開
発
・
支
援
セ
ン
タ
ー

早
田

幸
政

大学と教育 No．４７ ０８―１
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体
験
の
中
で
見
る
限
り
、
否
定
的
に
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
Ｆ
Ｄ
が
、

仮
に
、
教
員
の
教
育
力
の
向
上
を
主
眼
と
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

学
生
の
学
習
に
直
結
す
る
教
員
の
Ｆ
Ｄ
と
い
う
営
為
へ
の
理
解
が
学

生
た
ち
の
間
に
ほ
と
ん
ど
浸
透
し
て
い
な
い
こ
と
自
体
、
Ｆ
Ｄ
の
所

期
目
標
達
成
の
た
め
の
条
件
そ
の
も
の
が
醸
成
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
。

本
稿
は
、
上
記
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
基
底
に
据
え
て
、
Ｆ
Ｄ
の

意
義
・
内
容
と
そ
の
実
施
の
状
況
、
昨
今
の
高
等
教
育
政
策
に
お
け

る
Ｆ
Ｄ
制
度
化
の
経
緯
と
そ
の
趣
旨
・
目
的
さ
ら
に
は
、
Ｆ
Ｄ
義
務

化
の
意
義
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
検
討
を
基
に
、

Ｆ
Ｄ
の
実
質
化
に
関
す
る
さ
さ
や
か
な
提
言
を
行
お
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

１
、
Ｆ
Ｄ
の
語
意
と
そ
の
実
質
的
内
容

Ｆ
Ｄ
の
語
意

Ｆ
Ｄ
と
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
英
語
の
直
訳
と
し

て
は
「
教
員
団
の
能
力
開
発
」
の
意
で
あ
り
、
と

り
わ
け
、
従
来
よ
り
、
教
員
の
教
育
技
法
の
向
上
に
向
け
た
教
員
に

よ
る
組
織
的
な
改
善
・
改
革
の
た
め
の
営
為
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き

た
。こ

の
点
に
つ
い
て
、
中
央
教
育
審
議
会
「
新
時
代
の
大
学
院
教
育

（
答
申
）
」（
二
〇
〇
五
年
九
月
）は
、
Ｆ
Ｄ
を
「
教
員
が
授
業
内
容

・
方
法
を
改
善
し
、
向
上
さ
せ
る
た
め
の
組
織
的
な
取
組
の
総
称
」

と
定
義
づ
け
た
。
ま
た
、
中
央
教
育
審
議
会
大
学
分
科
会
・
学
士
課

程
教
育
の
あ
り
方
に
関
す
る
小
委
員
会
「
学
士
課
程
教
育
の
再
構
築

に
向
け
て（
審
議
経
過
報
告
）
」（
二
〇
〇
七
年
九
月
）（
以
下
、
「
二

〇
〇
七
・
九
中
教
審
『
審
議
経
過
報
告
』
と
略
記
）は
、
上
記
の
定

義
づ
け
を
踏
襲
し
た
上
で
、
Ｆ
Ｄ
の
定
義
・
内
容
は
論
者
に
よ
り

様
々
で
、
「
授
業
内
容
・
方
法
の
改
善
の
た
め
の
研
修
に
限
ら
ず
、

は
や
た
・
ゆ
き
ま
さ
�
一
九
五
三
年
、
山
口

県
生
ま
れ
�
主
な
論
文
・
著
書
に
『
大
学
評

価
シ
ス
テ
ム
と
自
己
点
検
・
評
価
』（
エ
イ

デ
ル
研
究
所
、
一
九
九
七
年
）。
『
よ
く
わ

か
る
大
学
の
認
証
評
価
』〔
共
著
〕（
エ
イ
デ

ル
研
究
所
、
二
〇
〇
七
年
）。
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
高
等
教
育
質
保
証
装

置
と
全
米
法
曹
協
会（
Ａ
Ｂ
Ａ
）の
適
格
認
証
シ
ス
テ
ム
」（
日
弁
連
法
務
研
究

財
団
編
『
法
科
大
学
院
教
育
の
理
念
と
実
践
』
商
事
法
務
、
二
〇
〇
七
年
）
。

�
官
邸
主
導
の
い
わ
ゆ
る
規
制
改
革
の
一
環
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
「
大

学
改
革
」
の
行
先
は
ま
だ
不
透
明
で
す
。
大
学
社
会
の
構
成
員
で
あ
る
教
職

員
は
、
憲
法
の
保
障
す
る
「
大
学
の
自
治
」
の
下
、
同
じ
構
成
員
で
あ
る
学

生
・
学
習
者
の
立
場
に
立
っ
て
、
大
学
を
よ
り
良
く
し
て
い
く
努
力
が
一
層

求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
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広
く
教
育
の
改
善
、
さ
ら
に
は
研
究
活
動
、
社
会
貢
献
、
管
理
運
営

に
関
わ
る
教
員
団
の
職
能
開
発
の
活
動
全
般
を
指
す
も
の
と
し
て
Ｆ

Ｄ
の
語
を
用
い
る
場
合
も
あ
る
」
と
し
た
。

沿
革
的
に
見
る
と
、
Ｆ
Ｄ
概
念
は
、
教
員
の
研
究
能
力
の
向
上
に

資
し
う
る
よ
う
な
活
動
や
環
境
条
件
整
備
の
意
に
解
さ
れ
て
き
た
と

い
う
側
面
が
あ
り
、
現
に
、
ア
メ
リ
カ
の
高
等
教
育
関
係
者
の
間
で

は
、
Ｆ
Ｄ
の
重
要
な
要
素
に
、
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
の
確
保
や
授
業
負
担

軽
減
を
挙
げ
る
者
も
少
な
く
な
い
と
言
わ
れ
る
。

こ
の
点
に
関
し
、
我
が
国
Ｆ
Ｄ
論
を
代
表
す
る
有
本
章
は
、
そ
の

著
書
『
大
学
教
授
職
と
Ｆ
Ｄ
』
に
お
い
て
、「
大
学
が
『
学
事
』（aca-

dem
ic
w
ork

）に
よ
っ
て
『
学
問
的
生
産
性
』（academ

ic
productiv-

ity

）を
高
め
る
こ
と
に
主
た
る
機
能
、
役
割
、
使
命
が
あ
る
以
上
、

教
育
と
同
様
に
学
事
と
か
か
わ
る
研
究
や
サ
ー
ビ
ス
の
概
念
の
重
要

性
を
十
分
担
保
し
て
、
教
育
を
重
視
」
す
る
必
要
性
を
強
調
し
、
広

義
、
狭
義
の
両
面
か
ら
Ｆ
Ｄ
概
念
を
理
解
す
る
必
要
性
を
強
調
し
た

上
で
、
「
Ｆ
Ｄ
の
広
義
の
概
念
を
担
保
し
な
が
ら
、
狭
義
の
概
念
を

十
分
に
制
度
的
に
も
、
実
践
的
に
も
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
現
時
点
で

の
重
要
な
戦
略
か
つ
戦
術
的
な
課
題
に
な
る
」
と
結
論
づ
け
て
い
る

（
有
本
・
同
書
一
八
六
〜
一
八
八
頁
）。

と
こ
ろ
で
、
「
授
業
内
容
・
方
法
を
改
善
す
る
た
め
の
教
員
に
よ

る
組
織
的
取
組
」
と
意
義
づ
け
ら
れ
る（
狭
義
の
）Ｆ
Ｄ
と
し
て
、
具

体
的
に
は
、
ど
の
よ
う
な
活
動
が
挙
げ
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

二
〇
〇
七
・
九
中
教
審
『
審
議
経
過
報
告
』
は
、
そ
の
具
体
例
と

し
て
、
教
員
相
互
の
授
業
参
観
の
実
施
、
授
業
方
法
に
つ
い
て
の
研

究
会
の
開
催
、
新
任
教
員
の
た
め
の
研
修
会
の
開
催
な
ど
を
挙
げ
て

い
る
。
こ
の
ほ
か
、
学
生
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
基
づ
く
教
育
改

善
の
組
織
的
取
組
、
単
位
認
定
・
卒
業
認
定
に
関
わ
る
基
準
や
方
針

等
の
検
討
・
策
定
・
改
訂
、
各
教
員
の
シ
ラ
バ
ス
及
び
そ
の
実
施
状

況
の
組
織
的
検
証
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
・
改
善
に
関
す
る
検
討
会
、

科
目
開
発
に
関
す
る
研
究
会
、
シ
ラ
バ
ス
上
の
授
業
内
容
の
教
員
相

互
間
に
よ
る
比
較
、
教
育
機
器
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
テ
ー
マ
に
し
た
研

究
会
、
さ
ら
に
は
、
高
等
教
育
制
度
・
大
学
評
価
制
度
や
大
学
改
革

の
動
向
に
関
す
る
研
究
会
、
他
大
学
等
の
教
育
改
善
の
実
践
事
例
に

関
す
る
研
究
会
と
い
っ
た
も
の
も
、
Ｆ
Ｄ
の
重
要
な
要
素
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
こ
の
ほ
か
、
昨
今
の
ト
レ
ン
ド
と
し
て
、
Ｆ
Ｄ

指
導
員
に
よ
る
個
別
教
員
へ
の
改
善
指
導
を
、
Ｆ
Ｄ
の
基
本
要
素
と

し
て
重
視
す
る
動
き
も
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
。

Ｆ
Ｄ
を
必
然
化
さ
せ
た

教
育
環
境
の
変
化
と

社
会
的
背
景

Ｆ
Ｄ
は
、
当
初
、「
教
授
技
法
の
改
善
」

に
対
象
を
特
化
し
て
論
じ
ら
れ
る
向
き

も
少
な
く
は
な
か
っ
た
が
、
今
日
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
や
科
目
開
発
を
含

め
、
教
育
の
中
身
そ
の
も
の
の
研
究
・
検
討
に
ま
で
、
そ
の
対
象
が
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拡
大
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
そ
う
し
た
Ｆ
Ｄ
の
充
実
・
強
化
が
、
我
が
国
大
学
教

育
に
求
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
背
景
は
、
ど
の
よ
う
な
点
に
求
め
ら
れ

る
の
で
あ
ろ
う
か
。

第
一
に
、
少
子
化
の
影
響
で
い
わ
ゆ
る
入
学
者
受
け
入
れ
窓
口
が

広
が
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
以
前
に
も
増
し
て
、
多
様
な
資
質
・
能
力

の
学
生
に
き
め
細
か
な
教
育
上
の
配
慮
を
す
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら

れ
て
き
て
い
る
、
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

第
二
に
、
第
一
の
点
と
も
関
連
す
る
こ
と
と
し
て
、
私
語
、
居
眠

り
に
加
え
、
授
業
時
間
中
の
無
断
で
の
入
退
室
、
飲
食
、
携
帯
電
話

で
の
メ
ー
ル
私
語
等
や
Ｄ
Ｓ
な
ど
の
ゲ
ー
ム
機
器
で
の
遊
び
、
ト
ラ

ン
プ
遊
戯
な
ど
、
教
室
内
の
学
習
環
境
の
変
化
に
対
し
、
各
教
員
が

責
任
を
持
っ
て
機
敏
か
つ
厳
正
に
授
業
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
学

生
の
興
味
を
引
き
つ
け
か
つ
適
切
な
水
準
の
授
業
内
容
・
方
法
へ
の

改
善
努
力
が
教
員
に
求
め
ら
れ
て
い
る
、と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

第
三
に
、
学
生
獲
得
戦
略
の
一
環
と
し
て
、
と
り
わ
け
経
営
基
盤

の
脆
弱
な
大
学
で
は
、
「
社
会
で
即
戦
力
と
な
る
人
材
育
成
」
を
標

榜
す
る
こ
と
で
、
社
会
需
要
に
直
対
応
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
訂
が
頻

繁
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
教
員
自
身
、
こ
れ
に
追
随
し
て
授
業

内
容
・
方
法
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
・
ア
ッ
プ
を
行
う
こ
と
が
強
い
ら
れ
て

い
る
、
と
い
う
現
状
が
指
摘
出
来
る
。

第
四
に
、
第
三
の
点
と
関
連
し
て
、
上
記
の
よ
う
な
一
部
大
学
で
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
内
容
が
過
度
に
実
務
指
向
を
帯
び
る
こ
と
で
、
そ
う

し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
担
う
教
員
組
織
中
、
実
務
家
教
員
の
占
め
る

割
合
が
相
対
的
に
高
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
に
伴
い
、
大
学
教
育

の
あ
り
方
に
関
す
る
基
本
的
認
識
の
涵
養
を
大
学
教
員
全
体
と
し
て

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
、と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

第
五
に
、
上
記
事
項
全
て
に
関
連
す
る
こ
と
と
し
て
、
大
学
が
、

公
教
育
を
担
う
高
等
教
育
機
関

で
あ
る
以
上
、
学
生
に
対
し
て

十
全
な
教
育
上
の
付
加
価
値
を

与
え
、
学
習
上
の
成
果
を
挙
げ

得
た
者
の
み
を
、
社
会
に
送
り

出
す
と
い
う
人
材
育
成
機
能
の

全
う
を
求
め
る
社
会
的
要
請
に

対
応
し
、
教
育
上
の
説
明
責
任

を
履
行
す
る
と
い
う
観
点
か

ら
、
教
員
に
対
し
、
組
織
的
な

教
育
改
善
努
力
が
求
め
ら
れ
て

い
る
、
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ

る
。

※ 文部科学省高等教育局大学振興課「大学における教育内
容等の改革状況について」（２００７．４．１６）より、転載。

図１ 学生による授業評価の結果を改革に反映させる組織的な取組
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授
業
評
価
、

教
員
の
教
育
業
績
評
価
と

Ｆ
Ｄ
の
現
況

こ
こ
で
、
文
部
科
学
省
が
全
国
七
百

十
三
の
大
学（
放
送
大
学
を
含
む
）を

対
象
に
二
〇
〇
五
年
度
に
実
施
し
た

「
大
学
に
お
け
る
教
育
内
容
等
の
改

革
状
況
」
調
査
の
結
果
を
、
授
業
評
価
、
教
員
の
教
育
業
績
評
価
、

Ｆ
Ｄ
の
各
項
目
毎
に
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

二
〇
〇
七
年
度
の
同
調
査
に
よ
る
と
、
国
立
五
十
八
大
学（
六
七

％
）、
公
立
四
十
九
大
学（
六
七
％
）、
私

立
四
百
一
大
学（
七
三
％
）、
国
・
公
・
私

立
全
体
で
五
百
八
大
学（
七
一
％
）に
お
い

て
、
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
の

結
果
が
、
ど
う
改
革
に
組
織
的
に
反
映
さ

れ
て
い
る
か
、
を
示
し
た
の
が
図
１
の
グ

ラ
フ
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
そ
う
し
た
改
革
に
繋

げ
る
た
め
の
組
織
的
取
組
を
行
っ
て
い
る

大
学
が
二
〇
〇
三
年
に
二
百
六
十
八
大
学

で
あ
っ
た
の
に
対
し
、二
〇
〇
五
年
に
は
、

三
百
三
十
五
大
学
と
お
よ
そ
一
・
三
倍
の

伸
び
を
示
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
私
立
大
学
の
伸
び
が
大
き
い
。

教
員
の
教
育
業
績
評
価
を
行
っ
て
い
る
大
学
の
過
去
三
年
間
の
推

移
を
表
わ
し
た
の
が
、
図
２
の
グ
ラ
フ
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、教
員
の
教
育
業
績
評
価
を
行
っ
て
い
る
大
学
は
、

二
〇
〇
三
年
に
百
八
十
七
大
学
で
あ
っ
た
も
の
が
、
二
〇
〇
五
年
に

は
二
百
五
十
五
大
学
と
な
っ
て
お
り
、
お
よ
そ
一
・
四
倍
の
伸
び
を

示
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
二
〇
〇
五
年
の
段
階
で
、
全
大
学
中
、

同
評
価
を
実
施
し
て
い
る
大
学
の
割
合

は
、
三
六
％
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
Ｆ
Ｄ
の
実
施
状
況
に
関

す
る
も
の
が
、
以
下
の
〈
図
３
〉、
〈
図

４
〉
で
あ
る
。

Ｆ
Ｄ
を
実
施
し
て
い
る
大
学
数
は
、

二
〇
〇
五
年
段
階
で
五
百
七
十
五
大
学

に
上
っ
て
お
り
、
全
大
学
中
、
Ｆ
Ｄ
を

実
施
す
る
大
学
の
割
合
は
、
八
一
％
で

あ
る
。
ち
な
み
に
、
二
〇
〇
五
年
時
点

の
Ｆ
Ｄ
実
施
大
学
数
は
、
二
〇
〇
三
年

比
で
、
一
・
二
倍
の
伸
び
と
な
っ
て
い

る
。各

大
学
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る

※ 出典については、同上。

※ 出典については、同上。

図２ 教員の教育面の業績評価の実施

図３ ＦＤを実施する大学
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Ｆ
Ｄ
の
内
容
を
示
し
た
の
が
、
上
記
の
グ
ラ
フ
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
「
講
演
会
の
開
催
」
が
最
も
多
く
三
百
五
十
九

大
学
で
、
以
下
、
「
セ
ン
タ
ー
以
外
の
学
内
組
織
の
設
置
」（
二
百
七

十
三
大
学
）、
「
授
業
検
討
会
の
開
催
」（
二
百
七
十
大
学
）、
「
新
任

教
員
以
外
の
た
め
の
研
修
会
」（
二
百
六
十
七
大
学
）、
「
教
員
相
互

の
授
業
見
学
」（
二
百
二
十
九
大
学
）、
「
新
任
教
員
研
修
会
」（
二
百

二
十
二
大
学
）と
続
い
て
い
る
。

２
、
Ｆ
Ｄ
の
法
的
義
務
化
と
趣
旨
・
目
的

Ｆ
Ｄ
の
義
務
化

Ｆ
Ｄ
の
法
制
化
の
提
言
は
、
一
九
九
八
年
十
月

の
大
学
審
議
会
答
申
「
二
十
一
世
紀
の
大
学
像

と
今
後
の
改
革
方
策
に
つ
い
て
」に
端
を
発
す
る
。
そ
こ
で
は「
個
々

の
教
員
の
教
育
内
容
・
授
業
方
法
の
不
断
の
改
善
の
た
め
、
全
学
的

あ
る
い
は
学
部
・
学
科
全
体
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
の
理
念
・
目
標

や
教
育
内
容
・
方
法
に
つ
い
て
の
組
織
的
な
研
究
・
研
修（
フ
ァ
カ

ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
）を
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
」
で

あ
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
、そ
の
法
制
化
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
た
。

こ
の
提
言
を
受
け
、
一
九
九
九
年
九
月
の
大
学
設
置
基
準
の
改
正
に

よ
り
、
同
基
準
に
Ｆ
Ｄ
の
努
力
義
務
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

そ
の
後
、
二
〇
〇
三
年
三
月
の
専
門
職
大
学
院
設
置
基
準
、
二
〇

図４ ファカルティ・ディベロプメントの内容（平成１７年度）

※ 出典については、同上。
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〇
六
年
三
月
の
改
正
大
学
院
設
置
基
準
に
お
い
て
、
Ｆ
Ｄ
の
義
務
化

が
定
め
ら
れ
、二
〇
〇
七
年
七
月
の
大
学
設
置
基
準
の
改
正
に
よ
り
、

学
士
課
程
に
お
い
て
も
、
Ｆ
Ｄ
の
義
務
化
が
法
定
化
さ
れ
た（
二
〇

〇
八
年
四
月
よ
り
施
行
）。

Ｆ
Ｄ
義
務
化
の

趣
旨
・
目
的

改
正
大
学
設
置
基
準
は
、
Ｆ
Ｄ
に
関
し
、
「
大

学
は
、
当
該
大
学
の
授
業
の
内
容
及
び
方
法
の

改
善
を
図
る
た
め
の
組
織
的
な
研
修
及
び
研
究

を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
」
旨
定
め
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
Ｆ
Ｄ
の
義
務
化
に
伴
い
、
各
大
学
は
、
い
か
に
し
て

Ｆ
Ｄ
の
体
制
の
整
備
・
推
進
を
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
上
記
法
改
正
か
ら
約
二
か
月
後
に
公
に
さ
れ

た
二
〇
〇
七
・
九
中
教
審
「
審
議
経
過
報
告
」
の
記
述
に
基
づ
き
、

Ｆ
Ｄ
義
務
化
の
趣
旨
・
目
的
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

二
〇
〇
七
・
九
中
教
審
「
審
議
経
過
報
告
」
は
、
ま
ず
、
Ｆ
Ｄ
の

法
的
義
務
化
の
意
義
に
関
連
し
て
、
そ
の
法
的
義
務
化
を
「
契
機
と

し
て
、
各
大
学
で
は
、
Ｆ
Ｄ
の
在
り
方
を
主
体
的
に
見
直
す
と
と
も

に
、
教
員
評
価
の
あ
り
方
等
を
含
め
、
教
員
の
教
育
力
向
上
に
向
け

た
取
組
を
総
合
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
」
と
の
指
摘
を
行
っ

た
。Ｆ

Ｄ
の
一
般
的
在
り
方
と
し
て
、
そ
こ
で
は
、
「
Ｆ
Ｄ
を
単
な
る

授
業
改
善
の
た
め
の
研
修
と
狭
く
解
す
る
の
で
は
な
く
、
我
が
国
の

学
士
課
程
教
育
の
改
革
が
目
指
す
も
の
、
各
大
学
が
掲
げ
る
教
育
目

標
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
、
教
員
団
の
職
能
開
発
と
し
て

幅
広
く
捉
え
る
」
必
要
性
に
言
及
す
る
と
と
も
に
、
Ｆ
Ｄ
実
質
化
を

図
る
上
で
、
各
教
員
の
「
教
育
業
績
の
評
価
を
適
切
に
行
う
こ
と
が

不
可
欠
」
と
し
た
。

そ
し
て
、Ｆ
Ｄ
推
進
を
具
体
的
に
実
現
す
る
た
め
の
取
組
と
し
て
、

大
学
に
対
し
、
学
位
授
与
方
針
、
教
育
課
程
編
成
・
実
施
の
方
針
、

入
学
者
受
入
れ
方
針
と
い
う
「
三
つ
の
方
針
」
に
関
す
る
共
通
理
解

を
確
立
し
、
教
員
各
自
の
教
育
実
践
の
在
り
方
を
主
体
的
に
見
直
す

場
と
し
て
Ｆ
Ｄ
を
機
能
さ
せ
る
べ
き
こ
と
、
教
員
の
求
め
に
応
じ
て

授
業
実
態
を
「
診
断
」
す
る
な
ど
、
個
々
の
教
員
の
授
業
改
善
に
向

け
た
努
力
を
支
援
す
る
体
制
を
整
え
る
べ
き
こ
と
、
教
員
人
事
等
に

お
け
る
業
績
評
価
に
お
い
て
、
「
研
究
面
に
偏
す
る
こ
と
な
く
、
教

育
面
を
一
層
重
視
」
す
べ
き
こ
と
、
等
を
要
請
し
た
。
一
方
、
国
に

よ
る
支
援
・
取
組
と
し
て
、
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の

配
置
・
養
成
な
ど
、
全
大
学
で
Ｆ
Ｄ
が
確
実
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に

す
る
と
と
も
に
、
Ｆ
Ｄ
実
質
化
に
向
け
た
取
組
を
促
す
総
合
的
な
施

策
を
進
め
る
こ
と
、
Ｆ
Ｄ
を
通
じ
て
涵
養
さ
れ
る
べ
き
「
教
育
力
の

枠
組
み
」
な
ど
の
策
定
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、
Ｆ
Ｄ
プ
ロ

グ
ラ
ム
、
教
材
等
の
開
発
を
支
援
す
る
こ
と
、
優
れ
た
Ｆ
Ｄ
活
動
等

を
行
う
大
学
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
そ
う
し
た
取
組
に
関
す
る
情
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報
提
供
を
行
う
こ
と
、
Ｆ
Ｄ
推
進
に
資
す
る
大
学
教
育
支
援
の
ナ
シ

ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
研
究
す
る
こ
と
、
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
た
。

設
置
基
準
上
の

Ｆ
Ｄ
規
定
の
意
義

上
記
の
よ
う
な
Ｆ
Ｄ
実
質
化
の
方
向
性
が
い

か
な
る
意
義
を
有
す
る
も
の
か
、
と
い
う
こ

と
を
考
え
る
に
当
っ
て
は
、
二
〇
〇
七
年
七

月
の
大
学
設
置
基
準
改
正
の
際
に
、
Ｆ
Ｄ
義
務
化
に
加
え
、
新
た
に

新
設
さ
れ
た
他
の
規
定
と
パ
ラ
レ
ル
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

同
改
正
に
あ
っ
て
は
、
第
２
条
の
２
で
、
学
部
、
学
科
、
課
程
毎

に
「
人
材
の
養
成
に
関
す
る
目
的
そ
の
他
の
教
育
研
究
上
の
目
的
を

学
則
等
に
定
め
、
公
表
す
る
こ
と
」を
大
学
に
対
し
て
義
務
付
け
た
。

加
え
て
、
学
生
に
対
し
、
年
間
授
業
計
画
を
明
示
す
る
と
と
も
に
、

学
生
の
「
学
修
の
成
果
に
係
る
評
価
及
び
卒
業
認
定
」
に
関
す
る
基

準
の
明
示
と
そ
の
適
切
運
用
を
行
う
こ
と
を
義
務
づ
け
る
規
定
が
設

け
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
新
大
学
設
置
基
準
の
法
構
造
を
見
る
限
り
、
Ｆ
Ｄ
の
法

的
義
務
化
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
・
学
部
・
学
科
等
の
標
榜
す
る
教

育
目
的
・
目
標
を
達
成
す
る
上
で
必
要
な
各
教
育
課
程
に
お
け
る
教

育
内
容
・
方
法
の
充
実
と
教
員
の
教
育
力
の
向
上
を
担
保
す
る
制
度

措
置
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

教
育
目
的
・
目
標
を
達
成
に
向
け
、
こ
れ
に
見
合
っ
た
付
加
価
値

を
学
生
に
与
え
有
為
な
人
材
と
し
て
社
会
に
送
り
出
す
こ
と
が
大
学

の
基
本
的
使
命
と
さ
れ
て
い
る
以
上
、
Ｆ
Ｄ
を
通
じ
て
大
学
教
育
の

充
実
・
向
上
に
向
け
継
続
的
な
改
善
努
力
を
す
る
こ
と
が
、
い
ま
や

社
会
的
責
務
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
教
育
目
的
・
目
標
を
成
就

し
得
た
学
生
を
有
為
な
人
材
と
し
て
社
会
に
送
り
出
す
責
任
を
全
う

し
て
い
く
べ
く
、
各
教
育
課
程
を
担
う
教
員
団
に
は
、
上
記
二
〇
〇

七
・
九
中
教
審
「
審
議
経
過
報
告
」
に
言
う
「
三
つ
の
方
針
」
に
即

し
て
、
学
生
の
入
学
か
ら
卒
業
に
至
る
ま
で
の
教
育
課
程
の
内
容
と

学
位
授
与
に
至
る
ま
で
の
教
育
目
的
・
目
標
達
成
プ
ロ
セ
ス
の
検
証

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

改
正
大
学
設
置
基
準
は
、
各
授
業
の
年
間
授
業
計
画
や
成
績
評
価

基
準
の
明
示
を
前
提
に
、
学
生
の
学
修
成
果
を
厳
格
に
評
価
し
卒
業

認
定
を
行
う
こ
と
を
求
め
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
要
請
も
、
Ｆ
Ｄ
義

務
規
定
と
の
関
連
の
中
で
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
各
教
育

課
程
の
標
榜
す
る
教
育
目
的
・
目
標
に
到
達
し
得
た
学
生
に
学
位
を

授
与
す
る
過
程
に
お
い
て
、
適
切
な
内
容
・
水
準
の
授
業
科
目
を
履

修
さ
せ
そ
の
学
修
成
果
を
証
明
す
る
単
位
認
定
と
卒
業
認
定
の
厳
格

性
を
担
保
す
る
こ
と
は
、
有
為
な
人
材
を
社
会
に
送
り
出
す
と
い
う

高
等
教
育
機
関
と
し
て
の
社
会
的
使
命
を
全
う
し
て
い
く
上
で
不
可

欠
な
営
為
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
各
教
育
課
程
を
担
う
教
員
団
は
、

上
記
二
〇
〇
七
・
九
中
教
審
「
審
議
経
過
報
告
」
に
言
う
「
三
つ
の

－１１－



方
針
」
を
見
定
め
、
学
位
授
与
に
至
る
教
育
プ
ロ
セ
ス
の
一
層
の
充

実
・
向
上
を
指
向
し
な
が
ら
、
Ｆ
Ｄ
活
動
を
通
じ
、
年
間
授
業
計
画

に
即
し
た
授
業
の
実
施
状
況
や
各
授
業
科
目
毎
の
到
達
目
標
の
達
成

状
況
の
確
認
作
業
の
上
に
立
っ
て
、
そ
の
各
々
の
成
績
評
定
の
分
布

状
況
、
成
績
評
価
基
準
と
各
授
業
毎
の
基
準
運
用
の
適
切
性
、
卒
業

認
定
、
学
位
授
与
の
適
切
性
な
ど
の
検
証
が
要
請
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
本
稿
第
１
章
の
「
Ｆ
Ｄ
を
必
然
化
さ
せ
た
教
育
環
境
の

変
化
と
社
会
的
背
景
」
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
学
生
の
資
質
・
能
力

や
学
生
を
取
り
巻
く
学
習
環
境
の
変
化
、
大
学
教
育
に
対
す
る
社
会

需
要
の
目
ま
ぐ
る
し
い
転
変
は
、
大
学
に
対
し
、
学
士
課
程
、
大
学

院
課
程
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
人
材
育
成
機
能
の
一
層
の
強
化
を

求
め
る
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
お
り
、
そ
う
し
た
意
味
か
ら
も
、
人

材
育
成
に
係
る
目
的
・
目
標
の
達
成
を
担
保
す
る
た
め
の
効
果
的
な

装
置
と
し
て
Ｆ
Ｄ
を
有
効
に
機
能
さ
せ
る
こ
と
が
必
須
不
可
避
と
認

識
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

以
上
の
点
に
鑑
み
、
教
育
目
的
・
目
標
の
明
示
の
義
務
化
、
Ｆ
Ｄ

の
義
務
化
を
核
と
す
る
今
次
の
改
正
大
学
設
置
基
準
及
び
そ
の
趣
旨

・
目
的
と
こ
れ
を
支
え
る
社
会
的
背
景
・
要
請
に
立
脚
す
れ
ば
、
今

後
、
教
育
上
の
目
的
・
目
標
に
見
合
っ
た
「
学
習
上
の
成
果
」
を
、

個
々
の
学
生
が
ど
の
程
度
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
達
成
し
得
て
い
る
の

か
と
い
う
い
わ
ゆ
る
「
学
習
成
果
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
と
い
う
営
為

の
実
現
が
、
Ｆ
Ｄ
の
有
効
性
を
問
う
た
め
の
重
要
な
鍵
に
な
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。

最
近
の

ア
メ
リ
カ
高
等
教
育
政
策
の

動
向

こ
こ
で
最
後
に
、
こ
の
問
題
に
関

す
る
ア
メ
リ
カ
高
等
教
育
政
策
の

昨
今
の
動
向
に
つ
い
て
、
簡
単
に

言
及
し
て
お
き
た
い
。

二
〇
〇
六
年
九
月
、
ア
メ
リ
カ
の
高
等
教
育
の
改
革
方
向
、
高
等

教
育
と
中
等
教
育
の
接
続
の
問
題
を
主
テ
ー
マ
に
提
言
し
た
連
邦
教

育
長
官
諮
問
委
員
会
報
告
書
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
試
さ
れ
る
と
き

―
ア
メ
リ
カ
高
等
教
育
の
将
来
像
を
描
く
―（A

TEST
O
F
LEA
D
-

ER
SH
IP

―C
harting

the
Future

of
U
.
S.
H
igher

Education

―
」

（
い
わ
ゆ
る
「
ス
ペ
リ
ン
グ
ス
・
レ
ポ
ー
ト
」
）が
公
に
さ
れ
た
。

報
告
書
で
は
、
伝
統
的
に
ア
メ
リ
カ
高
等
教
育
の
質
の
評
価
が
、

大
学
の
「
名
声
」
や
イ
ン
プ
ッ
ト
部
分
に
着
目
し
た
ラ
ン
キ
ン
グ
に

よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
と
批
判
し
た
上
で
、
学
生
、
父
母
を
含
む
社

会
一
般
に
対
す
る
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
く
た
め
に
は
、
個
別
大

学
で
実
際
に
い
か
な
る
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
か
を
他
大
学
と
比
較

し
な
が
ら
そ
の
大
学
の
教
育
上
の
有
効
性
を
検
証
す
る
デ
ー
タ
提
示

を
行
う
責
務
が
、
大
学
及
び
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
機
関（
我
が

国
の
認
証
評
価
機
関
に
相
当
）に
あ
る
こ
と
、
教
育
上
の「
成
果（out-

com
es

）
」
や
「
学
生
の
学
習
成
果（student

learning
results

）
」
に
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係
る
も
の
が
、
上
記
デ
ー
タ
に
該
当
す
る
こ
と
、
そ
し
て
さ
ら
に
、

「
教
員
団（faculty

）
」
は
学
生
の
到
達
目
標
を
明
確
に
す
る
と
と
も

に
、
目
標
達
成
に
向
け
た
一
貫
し
た
教
育
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、
有
効

か
つ
根
拠
が
明
確
な
達
成
状
況
測
定
手
法
を
開
発
す
る
活
動
の
中
心

的
な
担
い
手
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、等
の
指
摘
が
な
さ
れ
た
。

こ
こ
で
は
、大
学
の
高
等
教
育
機
関
と
し
て
の
有
効
性
の
評
価
は
、

教
育
目
的
・
目
標
と
学
生
の
学
習
成
果
と
の
有
機
的
関
連
性
の
視
点

に
立
脚
し
た
ア
ウ
ト
カ
ム
ズ
評
価
の
視
点
か
ら
再
構
築
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
、ア
ウ
ト
カ
ム
ズ
評
価
の
仕
掛
け
の
開
発
に
当
り
、

何
よ
り
も
ま
ず
、
各
大
学
、
各
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
「
教
員
団
」
が

中
心
的
役
割
を
果
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
な
ど
が
強
調
さ
れ

た
。こ

う
し
た
政
策
提
言
に
呼
応
す
る
か
の
如
く
、
幾
つ
か
の
ア
ク
レ

デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
機
関
は
、
上
記
視
点
に
立
ち
つ
つ
、
評
価
シ
ス
テ

ム
の
改
革
を
行
っ
た
。
例
え
ば
、
大
学
機
関
別
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ

ョ
ン
機
関
の
一
で
あ
る
「
西
部
地
区
基
準
協
会（W

estern
A
ssocia-

tion
of
Schools

and
C
olleges,

W
A
SC

）や
、
専
門
分
野
別
ア
ク
レ

デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
機
関
の
一
で
あ
る
「
全
米
公
共
政
策
大
学
・
大
学

院
協
会（N
ational

A
ssociation

of
Schools

of
Public

A
ffairs

and

A
dm
inistration,

N
A
SPA
A

）は
、
教
育
目
的
・
目
標
達
成
度
重
視

の
ア
ウ
ト
カ
ム
ズ
評
価
に
評
価
手
法
を
シ
フ
ト
さ
せ
た
。と
り
わ
け
、

Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｃ
は
、
ア
ウ
ト
カ
ム
ズ
評
価
の
各
大
学
へ
の
浸
透
を
図
っ
て

い
く
活
動
と
パ
ラ
レ
ル
に
、
Ｆ
Ｄ
の
実
施
を
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｃ
加
盟
大
学
に

対
し
強
く
要
請
し
た
。

３
、
Ｆ
Ｄ
実
質
化
に
向
け
た
さ
さ
や
か
な
提
言

―
結
び
に
か
え
て
―

Ｆ
Ｄ
実
質
化
と

教
員
個
人
評
価
等

今
次
の
大
学
設
置
基
準
の
改
正
に
よ
り
、
Ｆ

Ｄ
の
実
施
が
義
務
化
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

各
大
学
は
、
Ｆ
Ｄ
実
質
化
へ
の
取
組
を
行
う

こ
と
が
必
須
不
可
避
と
な
っ
た
。

二
〇
〇
七
・
九
中
教
審「
審
議
経
過
報
告
」は
、
上
述
の
よ
う
に
、

Ｆ
Ｄ
実
質
化
を
図
る
上
で
、
各
教
員
の
教
育
業
績
の
評
価
が
不
可
欠

で
あ
る
と
し
た
。
こ
の
提
言
の
企
図
す
る
も
の
が
何
か
は
、
判
然
と

は
し
な
い
が
、
Ｆ
Ｄ
を
、
教
育
評
価
を
軸
と
す
る
何
ら
か
の
教
員
個

人
評
価
の
仕
掛
け
と
連
動
さ
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
実
質
的
運
用
を
確

保
さ
せ
よ
う
と
す
る
点
に
、
そ
の
意
が
あ
る
と
見
て
ま
ず
間
違
い
な

い
。
し
か
し
、
各
大
学
に
対
し
、
教
員
個
人
評
価
と
い
う
あ
る
種
の

強
制
力
を
伴
う
威
嚇
を
武
器
に
、
Ｆ
Ｄ
の
具
体
的
実
施
を
迫
る
こ
と

は
、
大
学
教
授
職
に
あ
る
教
員
総
体
に
よ
る
教
育
改
善
に
向
け
た
自

律
的
営
為
と
し
て
の
Ｆ
Ｄ
本
来
の
機
能
と
は
相
容
れ
な
い
。
そ
れ
ば

か
り
か
、
Ｆ
Ｄ
と
教
員
評
価
を
連
結
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
で
、
相
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当
数
の
教
員
が
Ｆ
Ｄ
活
動
か
ら
ま
す
ま
す
遠
ざ
か
ろ
う
と
し
、
教
育

改
善
に
向
け
た
動
き
自
体
が
停
滞
し
て
し
ま
う
と
い
う
逆
効
果
を
も

招
き
か
ね
な
い
。

ま
た
、
Ｆ
Ｄ
を
教
員
管
理
の
具
と
し
て
用
い
る
こ
と
も
、
避
け
る

べ
き
で
あ
る
。
Ｆ
Ｄ
実
施
者
と
被
実
施
者
を
画
然
と
区
別
す
る
こ
と

や
、
一
部
教
員
に
対
し
「
過
度
の
Ｆ
Ｄ
を
強
要
」
す
る
と
い
っ
た
「
Ｆ

Ｄ
い
じ
め
」
も
行
う
べ
き
で
は
な
い
。
Ｆ
Ｄ
が
、
教
育
研
究
上
の
憲

法
的
自
治
を
保
障
さ
れ
た
大
学
教
授
職
の
職
務
上
の
尊
重
の
上
に
基

礎
づ
け
ら
れ
た
自
律
的
営
為
で
あ
る
以
上
、
そ
こ
に
は
実
施
内
容
の

適
切
性
や
手
続
上
の
公
正
性
・
公
平
性
が
要
求
さ
れ
る
。

こ
の
こ
と
と
関
連
し
て
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
専
門
職
大
学
院
認

証
評
価
の
枠
組
み
の
中
で
、
「
実
務
家
教
員
」
と
「
研
究
者
教
員
」

と
の
間
に
生
じ
て
い
る
「
学
生
の
人
気
度
」
の
差
や
こ
の
こ
と
を
前

提
と
す
る
見
か
け
上
の
「
教
育
力
」
の
対
比
に
お
い
て
、
「
研
究
者

教
員
」
に
対
す
る
「
Ｆ
Ｄ
い
じ
め
」
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
研
究

者
教
員
の
嘆
き
に
接
す
る
こ
と
が
稀
に
あ
る
。
Ｆ
Ｄ
が
、
何
よ
り
も

先
ん
じ
て
、
専
門
職
大
学
院
で
義
務
化
さ
れ
た
所
以
の
一
が
、
実
務

家
教
員
の
一
部
に
つ
い
て
、
学
生
に
系
統
的
な
知
識
を
涵
養
す
る
と

い
う
教
育
的
能
力
の
欠
如
へ
の
懸
念
に
配
慮
し
、
実
務
家
教
員
の
教

育
能
力
の
向
上
を
期
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
う
側
面
も
否
定
し
得

な
い
。
学
生
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
に
伴
う
実
務
家
教
員
の
教
育
力
へ
の

過
剰
な
信
頼
が
、
逆
に
研
究
者
教
員
へ
の
不
信
を
増
長
し
、
そ
う
し

た「
Ｆ
Ｄ
い
じ
め
」に
繋
が
る
こ
と
の
な
い
こ
と
を
切
に
望
み
た
い
。

Ｆ
Ｄ
実
質
化
へ
の

学
生
の
役
割

と
こ
ろ
で
、
Ｆ
Ｄ
は
、
教
育
目
的
・
目
標
の

達
成
に
向
け
、
学
生
に
対
し
て
最
適
の
高
等

教
育
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
彼
ら
を
有
為
な

人
材
と
し
て
社
会
に
送
り
出
す
こ
と
に
大
き
な
意
義
と
効
果
が
あ

る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
Ｆ
Ｄ
活
動
に
伴

う
効
果
を
享
受
す
る
第
一
次
的
受
益
者
で
あ
る
は
ず
の
「
学
生
」
の

間
に
、
Ｆ
Ｄ
活
動
と
そ
の
意
義
が
ほ
と
ん
ど
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
浸

透
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
Ｆ
Ｄ
実
質
化
を
推
進
し
て
い
く
上
で
の
大

き
な
阻
害
要
因
で
あ
る
。

よ
く
聞
か
れ
る
話
で
あ
る
が
、
教
員
は
、
学
生
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
を
踏
ま
え
、
真
摯
な
態
度
で
、
教
育
内
容
・
方
法
の
改
善
に

取
組
ん
で
い
る
と
主
張
す
る
、
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
対
す
る
学
生

は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
授
業
改
善
に
役
立
っ
て
い
る
よ
う
に
は
思

え
な
い
、
何
の
た
め
の
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
な
の
か
、
疑
問
を
呈
す
る

こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
、
と
言
う
。
こ
う
し
た
Ｆ
Ｄ
に
対
す
る
教

員
と
学
生
と
の
間
の
意
識
の
乖
離
を
回
避
し
Ｆ
Ｄ
実
質
化
を
図
っ
て

い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
た
「
Ｆ
Ｄ
活
動
」
の
一
環
と
し
て
、
教
員

が
「
汗
水
流
し
て
」
組
織
的
に
取
組
ん
で
い
る
教
育
改
善
の
た
め
の

Ｆ
Ｄ
の
意
義
を
教
員
、
学
生
間
で
共
有
し
て
い
く
こ
と
が
最
重
要
で
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あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
教
員
、
学
生
が
、
教
育
目
標
や
学

習
目
標
を
同
じ
土
俵
の
中
で
互
い
に
理
解
し
合
う
契
機
と
も
な
り
得

る
。そ

れ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
・
方
式
に
よ
り
、
そ
の
意
義
の
共

有
を
図
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
第
一
に
考
え
ら
れ
る
の
が
、
Ｆ
Ｄ
の
実
施
プ
ロ
セ
ス
に
学

生
を
直
接
参
画
さ
せ
る
と
い
う
方
式
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
と
も
か

く
こ
う
し
た
方
式
を
部
分
的
に
導
入
し
得
て
い
る
先
進
事
例
も
散
見

さ
れ
る
。

し
か
し
、
Ｆ
Ｄ
に
積
極
的
に
参
画
し
よ
う
と
す
る
教
員
が
必
ず
し

も
多
数
派
を
占
め
て
い
な
い
各
大
学
の
現
状
に
お
い
て
、
上
記
方
式

の
導
入
を
試
み
た
場
合
、
Ｆ
Ｄ
が
活
性
化
さ
れ
て
い
く
ど
こ
ろ
か
、

反
対
に
教
員
サ
イ
ド
に
Ｆ
Ｄ
推
進
に
対
す
る
萎
縮
効
果
が
も
た
ら
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
危
惧
を
覚
え
る
。

私
は
、
学
生
の
間
に
Ｆ
Ｄ
へ
の
理
解
を
求
め
Ｆ
Ｄ
全
体
の
実
質
化

を
図
っ
て
い
く
た
め
、
当
面
は
、
Ｆ
Ｄ
を
中
心
テ
ー
マ
と
し
た
大
学

論
や
学
生
論
の
授
業
を
正
課
の
科
目
を
通
じ
て
展
開
す
る
、
場
合
に

よ
っ
て
は
、
正
課
外
で
そ
う
し
た
講
演
会
を
企
画
す
る
、
と
い
っ
た

方
途
を
模
索
し
て
い
け
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
Ｆ

Ｄ
講
演
会
を
開
催
す
る
場
合
、
幾
つ
か
の
テ
ー
マ
に
分
け
て
複
数
回

実
施
す
る
こ
と
、
大
・
中
規
模
大
学
の
場
合
、
部
局（
学
部
等
）単
位

で
こ
れ
を
行
う
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
正
課
の
大
学
論
、
学
生

論
と
言
っ
た
授
業
科
目
を
通
じ
て
、
学
生
に
Ｆ
Ｄ
へ
の
理
解
を
求
め

よ
う
と
す
る
場
合
、
そ
う
し
た
科
目
を
、
導
入
教
育
や
初
年
次
教
育

の
一
端
を
担
う
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
講
演
、
講
義
、
授
業
の
担
当
者
は
、
Ｆ
Ｄ
実
施
責
任
者
も

し
く
は
過
去
に
そ
う
し
た
経
験
を
有
す
る
複
数
教
員
で
、
オ
ム
ニ
バ

ス
方
式
で
こ
れ
を
行
う
の
が
効
果
的
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

身
近
な
「
Ｆ
Ｄ
」
の
す
す
め

最
後
に
、
わ
き
道
に
そ
れ
る
話
し

で
恐
縮
で
あ
る
が
、
私
は
、
労
働

法
の
権
威
で
、
私
を
高
等
教
育
論
の
世
界
に
い
ざ
な
っ
て
下
さ
っ
た

故
・
青
木
宗
也
先
生
か
ら
、
次
の
よ
う
な
助
言
を
い
た
だ
い
た
こ
と

を
今
改
め
て
思
い
出
す
。
か
つ
て
、
先
生
は
私
に
対
し
、
「
聴
衆
を

前
に
し
て
の
君
の
話
し
は
、
論
旨
一
貫
し
そ
れ
な
り
に
説
得
力
を
持

つ
内
容
だ
と
は
思
う
け
ど
、人
を
ひ
き
つ
け
る
魅
力
に
欠
け
て
い
る
。

そ
れ
は
、
君
の
話
に
は『
間
を
取
る
』と
い
う
配
慮
が
な
い
か
ら
だ
。

こ
う
し
た
欠
点
を
改
め
る
た
め
、
月
一
回
で
い
い
か
ら
寄
席
の
ラ
イ

ブ
に
通
い
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
そ
の
欠
点
は
、
少
し
ず
つ
是
正

さ
れ
る
だ
ろ
う
」
と
言
わ
れ
た
。

私
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
寄
席
に
行
っ
た
こ
と
も
な
い
し
、
当

時
と
比
べ
、
話
術
に
顕
著
な
向
上
が
見
ら
れ
た
と
自
負
す
る
自
信
も

な
い
。
し
か
し
、
そ
の
助
言
を
頂
い
た
時
以
来
、
私
は
、
テ
レ
ビ
の
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画
面
に
登
場
す
る
タ
レ
ン
ト
さ
ん
た
ち
の
話
し
ぶ
り
を
注
視
し
、
面

白
い
そ
し
て
人
を
ひ
き
つ
け
る
話
し
方
と
は
こ
う
い
っ
た
の
を
指
す

の
だ
な
、
と
一
人
感
心
す
る
自
分
に
気
づ
く
こ
と
が
し
ば
し
ば
と
な

っ
た
。
そ
う
し
た
折
、
わ
た
し
は
、
さ
さ
や
か
に
で
は
あ
る
が
、
平

凡
な
日
常
生
活
の
中
で
、
Ｆ
Ｄ
の
学
習
を
し
て
い
る
な
ど
と
感
じ
た

り
も
す
る
。

こ
こ
で
、
「
Ｆ
Ｄ
と
は
、
個
人
の
趣
味
で
行
う
も
の
で
は
な
く
、

組
織
的
に
行
う
活
動
な
の
で
す
よ
」
と
い
う
苦
言
を
呈
さ
れ
れ
ば
、

も
と
よ
り
、
こ
れ
に
返
す
言
葉
な
ど
な
い
の
で
は
あ
る
が
。
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